
令和３年度

校務改善の取組

青梅市立第六小学校



校務改善の三つの柱

１ スクールサポートスタッフの活用

２ 副校長補佐の活用

３ 事務室の積極的関与



スクールサポートスタッフの活用

確認 作業依頼書



副校長補佐の活用
（副校長補佐による副校長の仕事分担）



②

事務室の関与



副校長によるOJT



個別最適な学び

I

協働的な学び

副校長による校内研究のサポート



②
ICT通信



教員の校務への意識を高める
MY定時退勤日の設定 と学習支援員配置

ボードで管理

各自で名札を
掲示



校務改善・働き方改革の意識が高まった。教職員の校務への意識を高められた！

教職員

管理職

双方向へ



学校評価
アンケート

↓
付箋は改善具体策

学校経営方針の具現化に向けてPDCA



教育的効果

⑪子どもは安心して学校に通い、友達と

楽しく学校生活をおくっている。
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そう思う
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だいたいそう思う
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校務改善の取組のまとめ

•未来を創る子供たちのため
に使う時間を生み出すため
今後も校務改善に取り組ん
でまいります。


